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６
日
定
側
市
議
合
は
２２
日
ｏ
い
ら

撃
挙
多

て
い
う
こ
ヒ
な
の
か
．

「
議
会

は
い
つ
か
ら
？
ご

ど
角
＜
の
方

に
聞
か
パ
よ

し
た
が
、
て
の
た

び

モ
ゴ
モ
ゴ
て

き
ち

マ
妾

し
た
。
６
同

嘔
日

（
月

）
市
議
会

の
議
会
理
営
香

目
会

び
開
か
た
．
６
目
定

例
市
議
ｅ

の
日
経
集
か

２
面

め
て

お
り
渉
ま
り
ま
し
た
。
日
本
夫
走
弟
市
会
拳
９
日
は
、
５
人

全
員

げ

一
級
質
問
宅

行

レ‐
ま
す
。

水
慕
〓
イサ
ンバ
ぃ黎
き
畠

６
月
定
倒
市
ミ琴
バ
議
案
囁

韓
告
閂
孫
で
自
ら
裏
早
訴
に
対

す
■
雪
晶
辱
な
ど
３
時
の
ホ

長
専
攻
処
ハ
事
項
て
一縦
会
計

下
米
二
行
し
３
時
別
会
計
、
十

菱

工
業
用
水
道
会
計
２
筋

計
算
書
な
い
９
４
の
戦
告
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算

は
、

５
清

２
４
９
Ｂ
ワ
６
十
円
い
増

燦

で

ホ
塁
面

束

線

客
墓

埴

以
上

の
鉛
ｔ
曾

ん
な
堀
削
土
の

処
暉
音
ｍ
５
終
Ｑ
ο
ο
ο
万
Ｒ

社
会
養
曹
一″登
各
ら
釉
蔭
３
ス

テ
ヘ
讐
喀
事
業
３
９
５
０
万
‘

千
甲

色
業
Ｑ
醍
織導
入
に
普

す
Ｆ
習
，２
６
６
３
万
ｑ
イ一―円

Ｊ
Ｒ
和
締
山
駅
諭
広
場
、駅
前

麟
庁
待
‐
け
予
さ
夫
ニミ
リ
ｏ
イ

ル
、、）ネ
ー
一、ち
を
下
缶
′
牛
ら

―
万
円
‐
を
満
ら
険
な
き
残
臨

，「
の
た
あ
Ｑ
宝
籠
調
査
／
ο
ο

ο
万
円
、
市
島
堅
鳳
電
患
墨

瀞
静
Щ
本
解
の
遊
合
じ
ル
ヘ
秘

義
す
二
ょ

？
す杢
ざ

栄
定

贅
吊
ｑ
９
２
万
円
存
じ
で
つ
。

下
米
道
多
禁
特
別
合
計
の
が

西
２ア算
４
３
０
ｏ
ろ
円
６
塔
犠

は

中
央
な
ぇ
慇
理
場
な
上
ス

ホ
ヽ
ツ
ル
環
の
人
五
十
ん
の
藻
り

替
ん
告
ｍ́
で
す
。

祭ヽ
側
は
、
マ
イ
す
ン
ド
‐
割

た
の暮
浸
に
管
墨
離
綱
ム
ぼ
報

7:Jr―o

〔鵠

孫

倒
Ｑ

船

教
に
、
新

庫

品

に
よ
３
十
ゃ
レ
ン
プ
Ｏ
Ｆ
凱

定
審
奮
償
径
利
い
玉
狙
曝
正
、

国
俗
終
了
帝

に
海
畿

得
俺
可
３

一に
あ
０
下
民
一Ｔ
〓
ス
コ
ー
ト
■

機
蝙

詳

榔
た
ょ
す
る
旅
刷
‐ホ
犠
言
形
す

口
栄
い
〔
還
濯
士
†
３
年
綱
慨

乏
ω
漕
、
ホ
土
勝
輝
の
評
仁

工
函
盈
事

物
品
錐
卜
字
の

ひ
栓
篠
仲
き
索
マ
い
ま
す
。

Ｄ
″７
ヽ
　
　
，

Ｍ
て
が

く
だ
イ
鏃
０
０
ヽ
■
鶏
０
札
り
ヽ
　
ｆ
ヽ
「

一
２
バ
′
ぶ
ヽ

理
製
モ
発
に
な
っ
て
暗
史
が
起

へ
・
戦
争
立
載
反
対
」
「
ス
ト

織ヽ
プ守ｅ政権」と立
ち
上

側郡弓̈
ぼ暉暉中樺一弾訂型）

ｒ
の
も
の
が
ヽ
り
に
震
え
て
い

る
の
で
は
た
い
か
と
事
襦
し

一饒

ｍ

を

輩
諄繋
】葬
や

当
時
ひ
領
主

ｔ
慕
府
も
醜
い

漱

ア
バ
ち́
ゃ
人
は
こ
の
無
宏
ｏ
ψ

見
て
，
い
の
か
な
γ

マ
轟
た
「

　

　

コ
ン
Ｌ
一・
イ
ス
多
「
“
＾
粽
ｙ

N幅 賓

ひい●
1串
去
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団
囲
ロ
ガ
瞬
」
へ縮
摯
参
院
議
員

臼
Ｃ
Ｆ
介
ｔ
と
二
品
郡
？
Ｌ
よ

久
害
ち
、
か
Ｐ
ヽ
学
ｔ
Φ
退
し

蟷
卿
じ
め
ゴ
）

で
ｏ
“
日
本

土暦
場
に
ヽ
分
し
、や
薔
″
ゆ

ぜ
敦
隔
園い
り
″
請
撃
爾
準

沖
ヒ
億
り
、
い
年
に
日
眸
響
ス

の
仁
ひ
立
木
群
分
鯵
議
象
ν
引

饗
年解
纂
］景札
電

こ
Ｆ
と
い
こ
こ
。
閣
晨
出
身
＾

ら
し
い
学
い
ど
こ
■
凛
軍
の
訪

ｔ
わ
あ
て
開
き
，
誘
ｒ
引
キ
ニ

ま
な
ま
し
Ｆ
。

い戦
争
玄

に
っ
ぃ
て

、
「
ア
メ

リ
カ

ひ
引
ｉ
躍
〓
し
た
戦
争

に

『
世
界
Ｏ
Ｆ
ス
も
」
自
窒
啄

粂
央
」
ｔ

殆
調
す
？υ
と
リ
ア
リ

デ
イ
ド
な

く
な
３
て
選

べ
、
エ

譜
貢

い
ф
泉
れ
″
の
ホ

化
ム
で

義
罐
の
縫
曹
絲
蜂
げ
て
、
毎
年

３
日

の
マ
ム

、ヽテ
ー
プ
じ
ポ
ー

ト
に
ヤ
さ
な
マ
い
３
ど
横
ゎ
。

中
榮

で
（
日
倉
嚇
ひ
朝
衡
嗜

邑
蘇
隊
ひ
生
命
，
け
で
侮
４
，

日
本
日
冗
が
（ア
ロ
Ｑ
預
″
に
ぉ

ｂ
ソ
滋
淫
っ
し
ま
し
た
。

〓
ん
日
本
共
産

不
守
広
が
６
年
Ｑ
債
畢
れ
出

日
本
年
９
睡
毎
の
Ｐ
こ

ュ
ー
タ
ー
が
針
評
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ヌ
ー
ル
で
土
ら

れ
た
ウ
イ
ル
ス
に
盛
率
し
、

判
明
し
た
Ｐ
け
で
約
子
２
５

万
絆
ｔ
の
年
ｅ
相
ム
中
輸
が

琉
出
し
た
問
題
で
、
日
死
Ｑ
不
　
あ
て
、
機
構
づ
く
り
を
進
め

申
ヒ
無
ソ
は
た
が
ら
一
方
で
現

在
の
は
ぃ
年
ひ
第
ｒ
玖
々
け

鼻
杵

に
庫
柔
ゝ
鼻
∬
嚇
菅
モ

肉
間
で
す
。
当
時
綺
５
ｏ
ｏ

出

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
ε
け
の
待
，
主
不
明
の
年
Ｃ

構
奪
流
Ｌ
の
皆
呈
に
は
、
構

鯉
録
過
題
が
た
覚
す
ユ
叩
で
、

幹
業
務
で
労
働
着
の
＃
正
規
屋

竿
ｅ
実
務
に
習
審
し
た
学
働

用
ｔ
進
め
，
業
務
の
外
部
な
れ
を
の
解
雇
卒民
営
化
は
ど
に

き
六
げ
て
こ
た
年
金
機
構
の
遅
　
ょ
っ
て
迎
人
情
報
ひ
漏
え
い

営
夕
針
Ｆ
間
悪
が
あ
ノ
ま
す
。　
が
広
が
５
郷
薩
宅
棒
摘
す
３

厚
挙
な
０
外
局
●
っ
た
と
貧

一Ｐ
が
あ
ぅ
た
Ｓ

閥
お
ら
ず
、

螺
険
庁
の
解
体
・民
営
水
ｔ
ネ

張
わ
し
た
の
で
す
。

‘
日
定
例
市
議
会
日
程
印
麟
９

８
ハオ
）

６
曾
こ

３

公
と

２

本́
）

り
７

（た
）

∞
（メ
）

四
（月
）

蒸

へ
じ

あ

Ｔ
Ｃ

４
２
）

６
ル
（目
）

円
日
（曜
）

本

会

議

特
別
春
登
会

常
任
、
登
合

本

会

議

会

手凛章
参
曇
ｆ
ｆ
管
、
討
論
、
採
求

（
需
ぼ
蘭
、
贅
緩
、
季
員
会
付
托

。　
　
　
（
諾
曖
ウ
埋
朝
照
〕

一
鮮
賞
間

義
棠
説
明

神
マ
晃
電
等
麓
昇
疎
特
苺

る

日
定
制
市
議
会
で
設
置
が

マ
ヱ
獲
さ
れ
て

し、
３
地
管
壁
肇
基
´

封
策
」昂
％
ム
会

（定
孝
ψ
）

に
日
本
実
権
党
ホ
議
日

か
ち
‐

中
府
あ
さ
ｙ、藩
臭
こ
私
、
ひ
め

だ
が
鶯

ヨ
に
な
三

セ

か
さ

ま

り
ま

ン
に
。
私
自
身
、
地
震

の

特
別
を
真
鉾
い
首
看
は
力
０
マ

で
■
ザ
、
“■
写
打
呼
套
ばか
各
倒

パ

く
り

（
議
会
全
蒙
で
取
り
組

針
）
の
経
籐
ｔ
壁
ヽ
し
て
頼
琵

り
／Ｆ
い
て
田
″
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
ネ
ま
で
わ
置
ざ
率
マ
き
Ｆ
輩

境
が

保
全
特
別
壼
莫
ゲ
は
．

今
協
帯
ｒら
ヽ
く
は
り
ま
し
た
。
．
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